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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· カンファレンスの提出について指摘あり。提出は2週間分、A.O.M、S.G.Mの捺印欄は2箇所設ける事となっている。

· 5/11（金）食事サービス提供委員会が開催される。5/11（金）カンファレンス内で食事サービスに関して話し合う予定。

＜利用者様情報＞　

· 種本　サハ様　～本日グループホーム入所者様の金銭がなくなり、種本様本人が入所者様へ金銭を
　　　　　　　　へ渡した件について青明舎スタッフと話し合っている。金銭が戻ってこない事は
　　　　　　　　納得され「話し合ってスッキリしました。今度からはスタッフへ相談します」と
　　　　　　　　話されている。

· 高島　吉太郎様～青風荘より情報提供あり。今朝、青風荘にてトイレに行かれる際にベッドから転
　　　　　　　　落し失禁した事やふらつきが著明である事を報告受けている。来所後は普段と変
　　　　　　　　わらず過ごされているが、今後も転倒・転落の可能性がある為、見守り・声掛け
　　　　　　　　を行っていく。

· 村上　元道様　～採血検査の結果、コレストロール値が高値であり本人より改善方法についての相

談があった為、来週中に栄養士による指導について話し合う予定。

· 小向　武雄様　～昼食時、レストランの席につくとすぐにフルーツをそのままポケットに入れてし
　　　　　　　　まう事あり、声掛けするとその場で摂取されている。以前から繰り返し声掛けし
　　　　　　　　ているが、変わらず隠してしまう為フルーツが食事に出た際は見守り必要。

＜事故報告・対応検討＞

佐藤　ミツコ様

〇事故状況・経過

　16：15　1階より大きな音がした事に気付いた中野渡が1階を確認しに行く佐藤様が、周囲に水がばら撒かれた状態で、その場に立ち尽くしている。佐藤様より「段差を上がろうとしたら、足が引っかかって転んだの」との話聞かれている。左前頭部の発赤と腫脹見られるが、熱感はない。その他の身体部位には外傷見られていない。「どこも痛くないし大丈夫」と話されている。　

　16：20　下舘が1階の様子を見に行く。中野渡より佐藤様の転倒報告を受け、デイナイトケアスタッフに報告の為、2階に移動する。中野渡が佐藤様に付き添っている。上平がメンバー確認を行いに１階に下がってきた所、中野渡が上平に佐藤様転倒の旨報告している。中野渡が他利用者様転倒の危険性がある為、周囲を掃除している。上平は、佐藤様の状態確認を行っている。

　16：22　下舘が、中居に佐藤様転倒し、中野渡が付き添っている旨報告している。

　16：30　中居が青風荘に転倒状況報告している。

　　　　　中居が血圧測定実施。213/104mmHｇ　 脈拍110回/分

  16:35   中居が血圧測定実施。174/74mmHg　脈拍70回/分。

　　　　　スタッフ付き添いにて、安静促している。

17：15　本人様より「頭がガンガンする。具合悪い」と話される。中居が横になって休むか尋ねると「うん」と答えられる。臥位になり休まれる。

　17：30　本人様起き上がられる。木村が再度血圧測定実施。176/93mmHg 　脈拍62回/分となっている。

　18：20　自力でレストランへ移動し夕食全量摂取される。

19：00　青風荘帰荘。デイナイトケアスタッフより青風荘スタッフに転倒後の経過について申し送っている。本人様からは不調の訴え聞かれていない。
青風荘へ帰荘後はバイタルサイン及び状態に異常なし。本日は徒歩にて通り来所され、プログラムにも参加されている。

〇問題点

· 1名のスタッフは、記録を行っており、もう1名は利用者様対応していた。デイナイトケアルームにスタッフが配置されていない事に気が付かなかった。

· 大きなボールを持っていた為、前が見えず段差に足が引っかかった。
〇今後の対策

· 1階・2階の各部屋への、スタッフの配置を徹底する。

· 業務の流れ、スタッフ一人一人の役割を明確にしたシステム作りを早急に作成する。

· スタッフが付き添い、危険箇所があった場合は声掛け、必要に応じて手伝う。

· 食器洗い当番のあり方について検討する。

〇緊急時の対応について

· 看護師へ報告し指示を仰ぐ。看護師は指示を出し当事者から離れない。

· 利用者様がビックリして震えていた為、座って休むように声掛けや気持ちを落ち着かせるような働きかけが必要である。

· リーダーへ報告し指示を仰ぐ。下館S.G.M（不在の場合）→中居J.G.M（不在の場合）→佐藤A.O.Mへ連絡する。

· 処置が必要であれば、北病棟から処置セットを借りてくる。緊急時対応マニュアルが出来ていない為、1週間以内に下館S.G.M、中居J.G.Mがマニュアル作成する。

＜事例検討①＞

八木橋　牧雄様　48歳　アルコール依存症　

通所開始平成19年1月17日（4ヶ月）　通所率35～75％

【検討内容】

ナイトケアでの対応

〇ナイトケアでの目的

· 自宅で単身で過ごす時間を飲酒へと向けてしまう為、ナイトケア利用により健康的な生活を過ごす。

〇現状

· 職場の体制が変わる（郵便局の民営化）為、忙しいと週1回程度来所されている。

· メンバーよりもスタッフへの話し掛けが多いが、徐々にメンバーとの交流も見られている。

· 酒臭は感じられない。

· ナイトケアは利用したが、断酒会への参加は忘れていた。

· 欠席時の連絡は約束した時間までに出来ている。

· 職場での飲み会は断わっている（他職員が事情を知っている為）が、友人との飲み会へ参加するとの事。

〇今後について

· 関わりを通じてスタッフとの信頼関係を築く。

· 定期的に（月1回）面談を設け、生活状況について確認する。飲酒に関しては深く追求しない。

· 体重が減少傾向なため、月1回は健康チェックを行う。

· 来所時毎回血圧測定を行う。

· 定期的な通所を通じて、アルコールのない生活を維持する。

＜事例検討②＞

中居　美津子様　58歳　統合失調症

　　　　　　　　通所開始平成15年1月14日（4年2ヶ月）　通所率95～100％

【検討内容】

ナイトケア目的の内容検討

〇ナイトケアでの目的

· 自分のやりたくない事や面倒な事は理由をつけてやらない為、徐々に面談・プログラムを通じて実践できるように援助していく。

〇現状

· メンバーに対しての好き嫌いが激しく、本人が目の前にいても平気で本人の事を話す。

· 4月に引越しを行い、掃除も終了したと報告されている。
· 特定利用者様（下妻様）との過度な交流が見られている。（土・日曜日にアパートへ行っているとの事）下妻様のご家族からクレームがあり、本人ヘ伝えているが改善されていない。
· 菓子の袋等収集癖があり、部屋が片付けられないと話されている。
· 「三春屋で働きたい。エレベーターガールなら出来る」と自己評価が高い。

· 面談で振り返って頂くと正論を話すが、出来ていない事を本人ヘ返すと口篭もる。

· ご家族との関係について相談される事がしばしばあり、その都度手紙や電話、他機関との連絡調整により関係調整している。

〇今後について

· 本人様の話に傾聴する。

· 必要に応じて面談を行い、生活状況の確認、本人の行動の振り返りを行って頂く。

· 保護者様との関係調整作りの為の援助。

· 青明舎へ引越し後の状況確認・うみねこ幸房へ活動状況の確認を行う。

· 必要に応じて青明舎へ情報提供を行い、連携を図る。









